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【個別事例⑭】高速道路整備に伴い、コンビニがエリア拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和60年当時は、徳島県内のコンビニは徳島市内にわずかに出店しているのみでした（淡路島は0店）。

本四道路をはじめとする高速道路ネットワークの整備とともに、コンビニの出店地域が拡大しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和60年（1985年） 

図 徳島県、淡路島のコンビニ出店の変化 

淡路島 0店 

徳島県内 12店 

店舗数 

（出典）各年次の電話帳をもとに作成 

注： 電話帳における分類が「コンビニエンスストア」であるものを抽出 

平成11年（1999年） 

淡路島 27店 

徳島県内 142店 

店舗数 

昭和63年（1988年） 

淡路島 3店 

徳島県内 26店 

店舗数 

平成17年（2005年） 

淡路島 48店 

徳島県内 215店 

店舗数 

109

190

379

468

29

169

263

12

0

100

200

300

400

500

S60 S63 H11 H17 （年）

コ
ン

ビ
ニ

店
舗

数
（

店
）

神戸市

徳島県・淡路島

S60 H17
H17
S60

神戸市 109 468 4倍

徳島県・淡路島 12 263 22倍



 
45

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（出典）各県「観光行政に関する資料」 

（出典）「JTB宿泊白書」（㈱ﾂｰﾘｽﾞﾑ・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研究所） 

 注：H19年度より集計方法が一部変更されている。JTB宿泊券による宿泊人数（四国地方以外からの宿泊人数）を対象。 

 4-5．観光の活性化 

本四3ルートの開通により、観光客が増加 

関東地方から四国を訪れる宿泊旅行客数は増加しています。 

  中国地方からの宿泊旅行客数は減少傾向となっています。 

■年間観光客数（県外客）の推移 

■四国の宿泊客数の推移 

瀬戸大橋開通時には香川県、明石海峡大橋開通時には徳島県、しまなみ海道開通時には愛媛県において、県外観光

客が大幅に増加しています。 

  各県の県外観光客数は、現在においても昭和62年以上の水準を維持しています。 

※高知県は平成15年より推計方法を変更しているため、従来の推計方法で 

算出された数値と比較している。 
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 しまなみ海道では各橋に自転車歩行車道が併設されており、美しい風景を眺めながらサイクリングやウ

ォーキングが楽しめます。また、沿線の島々には歴史的建造物や観光施設があり、多くの観光客が訪れて

います。 

 この結果、今治瀬戸内地区の観光

客は、しまなみ海道開通時に急増し、

その後の落ち込みはありましたが、 

開通前の約 2 倍の水準を維持してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最近の「お遍路ブーム」と言われる現象で、多くの方々が、バスやマイカー、徒歩など、様々な手段で

お遍路に廻っています。 

 多くのツアーを扱う旅行会社のJTB西日本でも、企画ツアーとして、四国八十八ヶ所巡りを扱っていま

す。その中でも、日帰りで5ヶ所を廻るツアーが、気軽に参加できることもあり、幅広い世代の人気をは

くしています。また、移動において「本四架橋を渡る」ことも、観光コースの魅力の一つとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別事例⑮】しまなみ海道の開通により観光客が倍増 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別事例⑯】人気の集まる日帰りツアー 
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注：上図はJTB 企画商品「四国八十八ヶ所めぐり 第3回四国巡拝の旅」の例 

今治瀬戸内地区 

南予地区 

（出典）愛媛県資料をもとに作成 

【愛媛県地区別観光入込客数（県外客）】 

観光客が倍増 
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明石海峡大橋開通とほぼ同時期にオープンした大塚国際美術館は、当初は徳島県内を中心とした四国内

からの来館者と近畿地方からの来館者がそれぞれ4割程度を占めましたが、最近では、大阪、神戸から2

時間弱という利便性、各種イベントの積極開催、観光資源としての本四架橋（明石海峡大橋・大鳴門橋）

との組合せにより、旅行会社の企画ツアーにも多く取り上げられています。 

また、岡山県、香川県、徳島県の瀬戸

内に点在する有名美術館を瀬戸大橋や明

石海峡大橋を利用して周遊するツアーも

あり、芸術の醍醐味を満喫することがで

きます。 

この結果、最近では、近畿地方からの

来館者割合が5割に増加するとともに、

中国地方、関東地方、東海地方からの来

館者割合も2割強を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別事例⑰】本州からの観光客が着実に増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）大塚国際美術館資料 

図 美術館の来館者エリア 

注：2007年4月～10月の来館者データ 
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■マクロ経済モデルによる効果計測 

架橋効果を総合化して見るために、マクロ経済モデルによって架橋効果を計測しました。 

  平成22年（単年）の効果額は全国で約1.6兆円となっています。関係８府県の効果額は約0.9兆円で、効果額 

全体の約6割を占めています。 

 4-6．架橋効果の定量的な分析 
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「本四架橋と私達のくらし」とりまとめにあたってのメッセージ 

 青山 吉隆（京都大学名誉教授 広島工業大学教授） 

 

京都大学から徳島大学に転勤したのは昭和47年の春である。本四連絡橋公団はその2年前に設立さ

れたばかりで、四国は高速道路も電車もない離島のイメージだった。伊丹空港から乗ったプロペラ機

のYS11が春の嵐にゆられて、ひどく気分が悪くなったのを今でも覚えている。徳島大学時代、東京へ

の出張はもっぱらYS11、関西への出張は高速船かフェリーだった。船酔いと飛行機酔いはそのうち免

疫が付いたが、悪天候による欠航には度々悩まされた。数少ない学会賞の授与式にも欠席を余儀なく

された。徳島から尾道へ子供たちをつれての盆暮れの里帰りは、満員の高徳線と宇高連絡線でへとへ

とだった。 

昭和63年に瀬戸中央自動車道が開通し、本四備讃線が開業し、極めて便利で快適になったが、子供

たちも成長していたので、あいにく我が家の里帰りの回数は減っていた。平成10年に神戸淡路鳴門自

動車道が開通したが、その2年前に、京都大学へ転勤していたので、出張で利用する機会はなかった。

本四架橋の効果はいつも私を後から追いかけてくるめぐり合わせだった。しかし、京都大学時代には、

徳島大学での非常勤講師に行くとき、いつも京都駅前から高速バスを利用した。天候による欠航や乗

り物酔いを気に留めたことは一度も無いし、欠航を理由に突然、休講にして学生を喜ばせたことも無

い。今では、四国へ行く時に船を利用することも、離島を連想することも無くなった。 

土木工学は多くの世界に誇れる高度な橋梁技術を開発し、夢の実現に貢献してきた。夢の架け橋だ

ったが、出来てしまえばありふれた日常の風景になって、今、若者たちはそこに夢を感じることも無

く、それだけが理由ではないにせよ土木工学科への希望者は減少しつつある。今日、多くの土木イン

フラと同様に、本四架橋は夢の達成や技術開発の文脈ではなく、投資効果の経済的視点で議論されて

いる。莫大な金額を投入したプロジェクトである以上、それも当然である。いわゆる費用対効果分析

の主眼は複数のプロジェクトの優劣をつけることにある。そして、若者に夢を与えることも、技術開

発も、離島イメージを払拭することも効果には計上されないから、直接効果の多くを交通量で見る限

り、率直に言って本四3ルートへの投資金額をもっと有効に活用できた他のプロジェクトが無かった

とは断言できない。この橋は今後200 年以上の利用を前提として維持管理されている。したがって、

少子高齢化、地域格差、ガソリン価格の高騰、地球環境問題などの現在の社会情勢や、さらに、予想

もできない今後の長期的な変動の下で、架橋効果を持続的に発現し続けて行かなければならない長く

重い責任がある。 

一方で、もし四国に1ルートの橋も架からないまま、今日を迎えていたとしたら、四国、近畿、中

国地方はどうなっていただろうか。瀬戸大橋開通から20年後の今日、整備効果をまとめる試みは評価

されて良い。事後評価には、このプロジェクトがもし無かったとしたら、この地域の社会生活や生産

環境がどのような状況になっていたかを推測することが必要になる。だがこの推測は極めて難しい。

そして無かった場合のその状況と今日の状況との差異が、このプロジェクトの社会的便益に他ならな

い。もしプロジェクトが無かったとすれば、先に述べた、徳島時代に経験した私の生活上の問題が今

も続いていたはずである。四国のイメージは依然として離島のままだったかもしれない。もちろん私

の経験は四国の人々が感じている問題のほんの一部である。しかし、プロジェクトが完成して時が経

てば、若者たちが夢を感じないのと同じように、社会には、「プロジェクトがもし無かったとしたら

何が起こっていたか」をあえて想像する暇はないのが現実である。 

 ※平成20年7月時点においてご寄稿いただいたものです。
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 井原 健雄（香川大学名誉教授 北九州市立大学大学院教授） 

 

本書は、本州四国連絡橋の整備によって発現した架橋後の整備効果に着目して、広範多岐にわたる

個別具体の整備効果を丹念にフォローアップするとともに、その経年的な変化の概要を非常に分かり

やすく取りまとめたものとなっている。そこで、このような取りまとめ作業に対して傾注された多く

の努力と、その整備効果の結果をここに報告されたことに対して大いなる評価を寄せるとともに、こ

の機会に「本四架橋の整備効果」に対する筆者の所見と展望等について、以下で言及してみたいと思

う。 

もとより、本州四国連絡橋は、昭和54（1979）年の大三島橋の開通以降、昭和63（1988）年の児島・

坂出ルート（瀬戸中央自動車道）の開通、また、平成10（1998）年の神戸・鳴門ルート（神戸淡路鳴

門自動車道）の開通、さらに、平成11（1999）年の尾道・今治ルート（西瀬戸自動車道）の開通を経

て、現在3本のルートによって本州と四国の間が結ばれている。このように、本州四国連絡橋を建設

するという事業は、その工事期間が長く、また多額の費用を要したことから、その（事業を完成させ

ること自体によってもたらされる）「事業効果」（すなわち、「フロー効果」）が極めて大きかった

ことは、紛れもない事実である。しかし、その効果は決してそれだけに止まることなく、一旦その事

業が完成した後にも、長い寿命（耐用年数）と大きな外部効果等によって、その（施設を利用し活用

することによって誘発される）「施設効果」（すなわち、「ストック効果」）が、さらに重要である

ことは言うまでもない。 

そこで、このような「社会資本」（SOC）の整備が随伴する経済効果に着目して、ハーシュマンは、

前者を「後方連鎖効果」（Backward Linkage Effect）、後者を｢前方連鎖効果」（Forward Linkage Effect）

と称してその両者を明確に峻別するとともに、前者については「投入産出分析」（Input-Output 

Analysis）の適用により、また、後者については「費用便益分析」（Cost-Benefit Analysis）の適用

によって、その経済効果を計測することが可能であると指摘している。 

したがって、本書によって明らかにされた「本四架橋の整備効果」に着目すれば、その整備期間中

に発生した「事業効果」（「後方連鎖効果」）よりも、施設の完成後に発生した「施設効果」（「前

方連鎖効果」）をより一層明確に顕在化させるべく、その個別具体のインパクトを詳細にフォローア

ップしたものとなっている点にその特徴があるが、本四3ルートの整備に伴う究極的な総便益をその

総費用と対比して示す「費用便益分析」の適用結果とはなっていない。もとより、すでに確立された

「費用便益分析」にあっては、つねに有効範囲と限界があることから、本書によって解明された波及

効果の蓄積は、その意味でも極めて有意で、しかも補完的な情報を提供するものとなっており、とく

に巨大プロジェクトの波及過程の追跡にあっては、そのインパクトが当初の予想を凌駕して複雑多岐

にわたることから、その結果を論理整合的に分類しておく必要がある。それはまた、究極的波及の総

効果として集計された便益の算定にとどまることなく、その効果の発生原因や波及のメカニズム、ま

た効果が顕在化する期間の長短などの視点から、当該効果の分類と整理を引き続き行うとともに、便

益の帰着先についても更なる吟味検証を試みることが強く望まれる。 
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※五十音順 敬称略

 中村 良平（岡山大学大学院教授） 

 

瀬戸大橋が開通して、4月10日で丸20年を迎えた。4月からマリンライナーで橋を渡って香川大学

や岡山大学に通学する新入生も少なからずいることであろう。その大学1年生が生まれたとき、すで

に瀬戸大橋は存在していた。彼らや彼女たちにとって、瀬戸大橋は生まれたときからあるもので、そ

の存在が日常的なものとなっているのである。これこそが瀬戸大橋20年の目に見えぬ心の効果と言え

よう。 

開通年、瀬戸大橋は観光ブームに沸いた。当時のリゾートブームの後押しもあって、休みの日は与

島にあるフィッシャーマンズ・ワーフの駐車場は観光バスで占められていた。また、道後温泉や金比

羅、桂浜といった四国の観光地への訪問客数も大きく伸びた。しかしながら、その頃は四国の高速道

路も未整備で、通行台数の少ないのは料金が高いせいもあるが、ある面で仕方ないという意見もあっ

た。いずれにしても、開通当初の観光ブームは、後の明石海峡大橋やしまなみ海道の開通時と比べて

も、群を抜いていたことが思い起こされる。残念なことは、そのブームが早々と終演したことよりも、

四国に入ってきた観光マネーが地域に再投資されなかったことである。このことは、四国経済の浮揚

のきっかけを逃した原因にもなっている。 

岡山側では、山陽自動車道が平成3年3月に倉敷JCT～岡山JCTが開通、平成5年12月には備前IC

～岡山ICが開通するなど、高速道路も整備が進んできた。そして、平成9年3月には山陽自動車道と

岡山JCT でクロスする岡山自動車道が全線開通し、鳥取県の米子から高知の南国までが高速道路で結

ばれることになった。その2年前には阪神淡路大震災があったが、いよいよ瀬戸大橋の本領発揮と思

われた。東海道や山陽道のような上り下りの軸ではなく、日本海から太平洋へとつながる国土の幹線

軸が重要となってくるという発想から「西日本中央連携軸」という構想で、鳥取・岡山・香川・高知

という交流が生まれた時であった。新聞やテレビなどもそういった企画が目立った。 

しかし、翌平成10年には明石海峡大橋が完成し、平成12年7月には徳島市を起点とし大洲市を終

点とする四国縦貫自動車道（徳島自動車道と松山自動車道）が全線供用となった。これによって、本

四間の自動車移動、特に物流は、瀬戸大橋から明石海峡大橋へとシフトした。収入の面からいえば、

どちらを通っていても収入が入ると言う意味では同じだが、地域経済、拠点性に与える効果は異なっ

てくる。 

やがて、しまなみ海道(西瀬戸自動車道)もほぼ完成し、21世紀には「せとうち三橋時代」となった。

本四間の利便性は大きく向上したが、巨額な費用を（しかも借金という形で）投じて3本橋を造った

ために元利償還の見通しが厳しくなり、それがために割高な料金となっている。そういうこともあっ

てか、地域のつながりの程度を見ると真の「せとうち三橋時代」はまだ到来していない感もある。 

以上、簡単に瀬戸大橋20年を振り返ってみた。経済絶頂期に開通し、その後の平成不況で料金問題

と通行台数に悩まされてきたが、世界に類を見ない美しい瀬戸内海に架かる長大橋、瀬戸大橋。最近

は車で渡ることも多いのだが、児島のトンネルを出て姿を現す下津井瀬戸大橋の壮大さ、それが岡山

と香川を結ぶメンタルな距離を縮めた効果は測り知れない。もっと橋を有効に活用した観光戦略や産

業政策で瀬戸大橋の袂の岡山県と香川県の発展を期待したい。 
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〒651-0088 

  神戸市中央区小野柄通4-1-22 

        アーバンエース三宮ビル内

  TEL 078(291)1000(代表) 

  FAX 078(291)1363 
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